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き
ず
立
候
補
予
定
者
が
出
席

棚
嘴
際
涎

柳
川
市
長
選
（
四
月
五
日
告
示
、
同
十
二
日
投
開
票
）
を
前
に
柳
川
青
年
会
議
一

長
）
は
、
一十
六
日
午
後
七
時
か
ら
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
口
■
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ

「だ
っ
で
ん
で

″柳
川
″
ば
ど
げ
ん
か
せ
や
ん
ば
い
」を
開
く
。
市
長
選
に
立
候
お

職
の
石
田
宝
蔵
氏
（５９
）と
新
人
で
前
市
議
会
事
務
局
長
の
金
子
健
次
氏
（６０
）が
山

瓢
量癬一聰叙一蜆
蒻
蒙冬
鰺
珀
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一い
て
の
説
明
や
討
論
も
。
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

ん
。
北
村
さ
ん
は
ロ
ー
カ

一
安
心
安
全
」
に
つ
い
て
の

一ル
マ
ニ
ス
ト
推
進
ネ

ッ
ト



公開討論会 でマニフ ェス トを訴 え る石 田宝蔵氏 (左,と 金¬ 建次氏
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柳川市長選、
日
市
政
全
般

合
併
か
ら
四
年
を
経
た
市

政
の
現
状
に
つ
い
て
石
田
氏

は

「地
方
交
付
税
な
ど
が
減

ら
さ
れ
る
中
、
政
策
の
優
先

順
位
を
付
け
、
堅
実
な
財
政

運
営
だ
っ
た
」
と
強
調
。
市

議
会
と
型
立
し
て
重
要
施
策

が
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
は

ア

員
へ
の
逆
質
問
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
議
会
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金
子
氏

出
馬
予
定
の
２
氏
公
開
討
論

四
月
五
日
告
示
、
同
十
二
日
投
開
票
の
柳
川
市
長
選
に
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る

現
職
石
田
宝
蔵
氏
金
し
と
新
人
金
子
健
次
氏
（
Ｃ
は
二
十
六
日
夜
、
市
民
会
館
で
開

か
れ
た
公
開
討
論
会
に
出
席
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
基
づ
く
主
張
を
展
開
し
た
。
柳
川
青
年
会
議
所
の
主
催
。
会
場
を
埋
め
た
市

民
約
千
人
は
両
民
の
主
張
に
耳
を
傾
け
、
市
の
将
来
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
た
。

も
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き

だ
」
と
主
張
し
た
。

前
議
会
事
務
局
長
の
金
子

氏
は
執
行
部
と
議
会
が
対
立

す
る
状
況
を

「柳
川
危
機
」

と
宣
言
。

「市
民
不
在
の
政

争
に
終
始
し
、
市
政
が
停
滞

し
た
四
年
間
だ
っ
た
。
市
民
、

市
議
会
と

一
体
と
な
り
、
市

政
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
」

と
、
議
会
と
の
融
和
を
重
視

す
る
考
え
を
示
し
た
。

■
水
質
浄
化

両
氏
と
も
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
推
進
を
訴
え
た

が
、一〓
篠
に
は
違
い
が
出
た
。

に
続
き
、
市
主
体
で
浄
化
槽

設
置
を
進
め
る
「市
町
村
型
」

を
掲
げ
ヨ
坊
行
の
層
Ｔ
命
ご

よ
り
市
民
の
負
担
が
軽
減
で

き
、
市
の
責
任
で
水
質
浄
化

を
進
め
る
」
と
述
べ

「六
年

間
で
六
千
基
」
を
目
標
に
掲

げ
た
。
金
子
氏
は
個
人
型
を
継
続

し
た
上
で

「
三
年
間
限
定
で

設
置
補
助
金
の
二
十
万
円
上

乗
せ
」
を
提
案
。

「市
町
村

型
は
市
の
負
担
が
大
き
す
ぎ

る
た
め
、
議
会
の
理
解
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
補
助
金
上

乗
せ
で
設
置
ス
ピ
ー
ド
が
確

実
に
上
が
る
」
と
訴
え
た
。

開
通
な
ど
整
備
が
進
む
交
通

網
を
生
か
す
産
芸
捩
興
策
を

両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
披
露
。

石
国
民
は
み
や
ま
柳
川
Ｉ

Ｃ
に
つ
な
が
る
国
道
４
４
３

号
バ
イ
バ
ス
沿
い
に

「道
の

駅
」
開
設
を
提
案
。

「農
漁

業
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸
品

を
生
か
し
、
観
光
客
を
呼
び

込
む
。
柳
川
駅
前
の
再
開
発

や
な
業
団
地
整
備
に
も
取
り

組
む
」
と
し
た
。

金
，ｔ
氏
は
川
下
リ
コ
ー
ス

沿
い
や
商
店
街
の
空
き
店
舗

に
観
光
客
が
立
ち
寄
れ
る

「
か
わ
の
駅
」
「ま
ち
の
雰

を
開
設
し
、
に
ぎ
わ
い
を
取

り
屎
す
諫
た
観
示
。
農
業
面

で
は

「
茜
菜
に
続
く
転
作

作
物
の
開
発
を
進
め
、
高
収

益
型
農
業
を
推
進
す
る
」
と

ヽ
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，
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